
近隣散策

琵琶湖（滋賀県）

参考文献
一般財団法人国民公園協会 皇居外苑●URL　 http://fng.or.jp/koukyo/

環境省●URL　 http://www.env.go.jp/garden/kokyogaien/1_intro/his_04.html
※東京都立図書館「江戸城写真集」　二重構造時の写真

●URL　 http://archive.library.metro.tokyo.jp/da/detail?tilcod=0000000002-00080548

写真１　 正門石橋と正門鉄橋

写真2 　正門鉄橋

　国内外多くの観光者が訪れる皇居。中でも、有名なスポットとして挙げられるのが、

二重橋です。

　二重橋と聞いて、写真１手前の二連アーチ構造の｢正門石橋｣、俗称、“めがね橋”

や、写真１中央左奥の｢正門鉄橋｣（写真2）の二つの橋を思い浮かべた人も多いのでは

ないでしょうか。今では二つの橋を総称して二重橋と言われていますが、厳密には違う

ようです。

　1614年（慶長19年）に架けられた江戸城の西丸下乗橋（＝正門鉄橋）が、濠が深いた

め、まずは橋桁を渡しその上に橋を架ける“二重構造”の様※から付いた通称が二重

橋。つまり、本来の二重橋は、｢正門鉄橋｣（写真2）のみを指すのだそうです。

　しかしながら、1888年（明治21年）に鉄橋に架け替えた際、橋桁は二重構造ではな

い現在の姿になり、また、皇居前広場から撮影しやすい｢正門石橋｣をメディアでよく目

にするなどにより、本来の由来が薄れたのではと推測します。

　一方の｢正門石橋｣は、1624年（寛永元年）に架けられた西丸大手橋が、1887年（明治

20年）に石造りアーチ橋に架け替えられたもので、花崗岩が使用され、照明灯や高欄を

含め、西洋建築の意匠が採用されています。（皇居外苑苑内各所に配置されている石

のベンチは、平成に改修した正門石橋前高欄の台座石を再利用したものです。）

　両橋は、1964年（昭和39年）に明治時のデザインを踏襲し再び架け替えられ、現在

に至っています。通常は使用されず､新年の一般参賀や外国賓客の皇居訪問等宮中の

公式行事の際に利用されます｡

　

　琵琶湖は、面積約670平方キロメートルで、周囲は約235キロメートルあり、日本で最も大

きな湖です。地殻変動でできた構造盆地の底に水を湛えた湖で、約400万年前に現在の三

重県伊賀市のあたりに誕生しました（古琵琶湖）。その後、古琵琶湖は、時代とともに場所

を変えながら何度も現れては消え、約43万年前に現在の琵琶湖になったと考えられていま

す。琵琶湖は、バイカル湖（淡水湖）、タンガニーカ湖（淡水湖）、カスピ海（塩湖）とともに

世界で20程しかない古代湖（およそ10万年以上存続している湖の呼び名）の一つです。

　琵琶湖の生物相は非常に豊かで、約1,100種もの動・植物が生息しています。世界中で琵

琶湖にしか見られない固有種も多く存在しています。毎年、約5万羽の水鳥が訪れる水鳥の

重要な飛来地となっています。そのため、平成5年（1993年）にはラムサール条約による日本

でも数少ない登録湿地となりました。 

参考文献 ： 
・滋賀県ホームページ「琵琶湖の概要」（https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/biwako/gaiyou.html）

■表紙写真のご紹介：　琵琶湖流域下水道　湖南中部浄化センター
昭和30年代後半から琵琶湖を中心とする公共用水域の水質悪化が問題となってきまし
た。このため、滋賀県は、水質の保全と生活環境等の改善を図るため、昭和47年から「湖
南中部」「湖西」「東北部」および「高島」の4処理区からなる琵琶湖流域下水道の整備を
進めてきました。
湖南中部浄化センターは昭和57年4月に供用開始しています。

（湖南中部浄化センターパンフレット抜粋）

写真：（公社）びわこビジターズビューロー
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